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はじめに 

 

本書は、「クレヨン」総合支援給付費等システムに関する操作説明書です。 

 

本操作説明書の著作権・その他知的財産権は、株式会社富士データシステムが所有しております。 

 

※ 本操作説明書の取り扱いについては、「クレヨン利用契約書」で定める通りと致します。 
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1. 上限額管理 

利用者負担の上限額管理を行います。 

1.1. 利用状況 

対象者リストにて選択されている利用者１人分の実績データが表示されます。 

実績管理画面と同様に、新しいサービスの登録やサービス内容の修正を行うことも可能です。 

1.1.1. 画面説明 

 

 

 

項番 項目 説明 

① ネットワーク事業所の実績表

示 

チェック時、クレヨンネットワーク内にある他のサービス事業所の実績デー

タも表示します。 

「全ての事業所」を選択すると、クレヨンネットワーク内にある全ての事業

所が表示対象になります。 

② 重なりチェック 提供サービスの重なりチェックを行います。 

▶1.1.2. 重なりチェック 

③ 表示フィルタ サービス内容表示エリアに表示する内容を設定します。 

実績管理画面にある「表示フィルタ」と同様の機能です。 

▶2.1.1. 画面説明 

④ サービス内容表示エリア 登録されているサービスを表示します。 

⑤ 合計単位数等確認欄 登録されているサービスの合計単位数や利用者負担額を表示します。 

⑥ サービス詳細パネル サービスの詳細設定を行います。 

⑦ 各種操作ボタン マウス入力モードの切り替えや、一括でサービスを処理する際に使用します。 

⑧ ファンクションボタン 各種帳票、入力状況の確認に使用します。 

また、記録システムとの連携機能もあります。 

 

  

④ 

⑥ ⑦ 

⑧ 

⑤ 

① ② ③ 
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1.1.2. 重なりチェック 

基本サービスの提供時間が重なっていないかチェックします。 

以下の図で「重なりあり」とした、データを見つけるためのチェックです。 

 

 

 

  

11:30～14:30 11/25 11:30～14:30 

12:00～14:00 12:00～14:00 

重なりあり 

サービス① 

（行動援護３．０） 

例） 

エラーチェック画面、およびエラー結果画面 

11/26 11/27 

サービス② 

（行動援護２．０） 

エラーの原因となる箇所の背景色が 

赤で強調表示されます。 
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1.2. 上限額管理 

1.2.1. 画面説明 

 

 

 

項番 区分 項目 説明 

① 上限額管理単位 上限額管理をする対象を選択します。 

② 利用者負担上限額管理結果 上限額管理の結果を選択します。 

「利用者負担上限調整」ボタンをクリックすると自動的に選択され

ます。 

③ 上限額管理

情報 

上限管理事業所 

利用者負担上限月額 

Ａ型減免対象者 

減免額／負担上限額※ 

法第三十一条 

市町村が定める額 

「基本情報＞受給者証情報＞利用者負担額」タブで登録した情報が

表示されます。 

▶基本情報マニュアル＞3.2. 利用者負担額 

当月は上限調整無し チェック時、当月分の「上限額管理結果票」を作成しません。 

作成区分 作成区分を設定します。 

④ 計画／実績 計画、実績のどちらをもとに負担額を表示するかを選択します。 

⑤ 明細行表示 チェック時、明細行を表示します。 

⑥ 詳細列表示 チェック時、詳細列を表示します。 

⑦ 各種操作ボタン 他事業所の負担額追加や優先順位の変更などを行う際に使用しま

す。 

⑧ 利用者負担額表示エリア 利用者の負担額を表示します。 

※上限額管理情報の「減免額／負担上限額」の項目は、就労継続支援 A 型減免の適用方法に登録した

内容により表示される項目名が異なります。Ａ型減免の登録がない場合は、「減免額」が表示されます。 

・適用方法「円を減免する」…項目名「減免額」 

・適用方法「円を負担上限とする」…項目名「負担上限額」 

▶基本情報マニュアル＞3.2.4 就労継続支援Ａ型減免の登録 

  

① 

② 
③ 

④ 
⑤ ⑥ ⑦ 

⑧ 
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1.2.2. 上限額管理事業所にて上限管理を行う 

他の事業所から届いた「利用者負担額一覧表」を元に、利用者負担額を登録します。 

操作手順 画面 

① 「他事業所の負担額追加」ボタンをクリッ

クします。 

 

➢ 負担額画面が表示されます。 

 

② 利用者が利用した負担額を登録します。 

③ 「確定」ボタンをクリックします。 

 

※ ②と③を全事業所分繰り返します。 

 

④ 必要に応じて「↑上へ」「↓下へ」ボタン

をクリックし、優先順位を調整します。 

 

※ リストに表示されている順番が、利用者負

担額の調整を行う優先順位となります。 

 

 

⑤ 全事業所の負担額が揃ったら「利用者負担

上限調整」ボタンをクリックして、利用者

負担額の調整を行います。 

 

 

  

① 

 

 
② 

③ 

 

 

④ 

  

⑤ 
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操作手順 画面 

➢ 上限額管理結果が表示されます。 

 

※ 自動的に利用者負担上限額管理結果（１～

３）が選択されます。 

 

※ 優先順位の高い事業所から順番に上限月

額に到達するまで、利用者負担額が割り当

てられます。 

 

※ 「調整取消」ボタンにて調整を取り消し、

調整前の状態に戻すことが可能です。 

 

※ 「削除」ボタンで、他事業所の利用者負担

額を削除することが可能です。 

 

※ 確認後、「全保存」ボタンをクリックして、

上限額調整を行った結果を保存してくだ

さい。 

 

※ 調整後、「上限管理結果」ファンクション

で利用者負担上限額管理結果票の印刷が

可能です。 

▶1.2.5. 上限額管理結果票を出力する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調整前 

調整後 

    

 

上限オーバーしている場合は、合計行の背景が赤で表示されます 

 

調整した場合は、背景が青で表示されます 

  

 

当月の上限額調整が不要な場合 

「当月は上限調整無し」にチェックを入れると、「国保請求」で「上限額管理結果票」が作成

されません。 
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1.2.3. 上限額管理事業所でない事業所にて上限額管理結果を入力する 

上限額管理事業所から届いた「上限額管理結果票」を元に、管理結果と自事業所の利用者負担額を入力

します。 

操作手順 画面 

① 管理結果を入力します。 

 

② 自事業所の利用者負担額を入力します。 

 

※ セルに直接入力できます。 

 

※ 確認後、「全保存」ボタンをクリックして、

入力した情報を保存してください。 

 

 

 

 

 

  

 

① 

 
 

② 

結果票の管理結果負担額を入力します。 
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1.2.4. 複数の利用者に対しまとめて上限額管理を行う（一括上限調整ファンクション） 

自事業所が上限額管理事業所として設定されている複数の上限管理対象者に対して、利用者負担額を調

整する場合は、ファンクションの一括上限調整が使用できます。 

操作手順 画面 

① 「一括上限調整」ファンクションをクリッ

クします。 

 

➢ 一括上限調整画面が表示されます。 

 

② 対象者リストに表示されている対象者か

ら、上限額調整を行いたい利用者にチェッ

クを入れます。 

※ 初期状態では全員にチェックが入ってい

ます。 

③ 「次へ」ボタンをクリックします。 

 

④ 一括上限調整を行う対象者の確認画面が

表示されるので、確認し「完了」ボタンを

クリックします。 

 

※ 一括処理を止める場合は、「キャンセル」

ボタンをクリックします。 

 

※ 「戻る」ボタンでひとつ前の画面に戻りま

す。 

 

 

➢ 上限額管理画面にて、対象の利用者の上限

額調整が行われていることを確認します。 

※ 確認後、「全保存」ボタンをクリックして、

一括上限調整を行った情報を保存してく

ださい。 

※ 調整後、「上限管理結果」ファンクション

で利用者負担上限額管理結果票の印刷が

可能です。 

▶1.2.5. 上限額管理結果票を出力する 
 

  

  

① 

 

 

② 

③ 

  

④ 
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1.2.5. 上限額管理結果票を出力する（上限管理結果ファンクション） 

利用者負担上限額管理結果票を印刷します。 
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2. 実績管理 

総合支援給付費・利用者負担等の請求を行うために必要な実績データを作成します。 

2.1. 実績管理 

2.1.1. 画面説明 

 

項番 項目 説明 

① サービス一覧 全員分の作成済み計画・実績データが一覧表示されます。 

「マウス入力」をクリックすると、一覧上で直接入力操作を行うことができ

ます。 

「開始」の列の色によりデータ種別が異なります。 

 
マウス入力モードをオンにして「予」や「実」をダブルクリックすると、一

度で全ての日に「1」を登録できます。 

② 表示フィルタ 一覧表示されるサービスの絞込みを行うことができます。 

③ サービス詳細パネル サービスの詳細設定を行います。 

サービス詳細パネルに表示される内容はサービス種別により異なります。 

④ 各種操作ボタン マウス入力モードの切り替えや、一括でサービスを処理する際に使用します。 

⑤ ファンクションボタン 各種帳票、入力状況の確認に使用します。 

また、記録システムとの連携機能もあります。 

  

白  ：基本サービス・加算サービス 

ピンク：実費負担項目 

グレー：補足給付 
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表示フィルタ 

表示内容の変更は「表示フィルタ」ボタンにて行えます。 

 

 

項番 区分 項目 説明 

① 表示サービ

スフィルタ 

基本サービス チェック時、基本サービスを表示します。 

加算サービス チェック時、加算サービスを表示します。 

実費サービス チェック時、実費サービスを表示します。 

補足給付 チェック時、補足給付を表示します。 

② データ区分 

フィルタ 

全額自己負担 チェック時、全額自己負担サービスを表示します。 

国保請求 チェック時、国保請求するサービスを表示します。 

償還払い チェック時、償還払いのサービスを表示します。 

③ 予定・実績 

フィルタ 

予定 チェック時、予定行を表示します。 

実績 チェック時、実績行を表示します。 
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2.2. サービス実績作成手順 

2.2.1. 施設入所系サービスにおけるサービス作成手順 

施設入所系サービスの場合、次の手順にてサービスの自動作成を行います。 

 

 

 

※ サービス自動作成処理を行った後、必要に応じてマウス入力モード等により微調整を行って下さい。 

※ 自動作成された内容については、提供明細等を使用して算定単位数等の確認を行って下さい。 

※ 短期入所サービスの利用者で障害支援区分変更がある場合、摘要欄の登録が必要になります。 

▶2.3.9. 摘要欄に必要な項目を記入する 

 

  

≪入退所から取込≫ 

入退所履歴・外泊入院履歴を取り込み、 

基本サービス・加算サービスを自動作成する 

▶2.3.3.1. 入退所情報から取り込む 

≪算定基礎から取込≫ 

算定基礎を取り込み、利用者固有の加算サービスや実費負担を作成する 

▶2.3.4. 算定基礎から取り込む 

≪記録から加算算定≫ 

記録システムに入力された記録から算定する加算を登録する 

▶2.3.5. 記録システムに入力された記録をもとに加算を算定する 

≪実費自動算定≫ 

事業所マスタに登録されている請求項目を自動算定する 

▶2.3.6. 実費を自動算定する 

≪入退所取り込み≫ 

利用者の入退所情報をスケジュールから取り込む 

▶基本情報マニュアル＞5.2.2. 入退所情報を取り込む 
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2.2.2. 施設通所系サービスにおけるサービス作成手順 

施設通所系サービスの場合、次の手順にてサービスの自動作成を行います。 

 

 

 

※ サービス自動作成処理を行った後、必要に応じてマウス入力モード等により微調整を行って下さい。 

※ 自動作成された内容については、提供明細等を使用して算定単位数等の確認を行って下さい。 

※ 基本サービス・加算サービスは「入退所から取込」ボタンをクリックし、「出欠情報から取込み」

からも作成できます。 

 

  

≪連携機能≫ 

連携機能を使用して基本サービス・加算サービスを自動作成する 

▶ 2.3.7. 連携機能を使用して実績データを自動作成する 

≪算定基礎から取込≫ 

算定基礎を取り込み、利用者固有の加算サービスや実費負担を作成する 

▶2.3.4. 算定基礎から取り込む 

≪記録から加算算定≫ 

記録システムに入力された記録から算定する加算を登録する 

▶2.3.5. 記録システムに入力された記録をもとに加算を算定する 

≪実費自動算定≫ 

事業所マスタに登録されている請求項目を自動算定する 

▶2.3.6. 実費を自動算定する 
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2.3. 実績を入力する 

2.3.1. 実績を直接入力する 

実績を直接入力します。 

操作手順 画面 

① 「サービス追加」ボタンをクリックしま

す。 

 

➢ サービス行が作成されます。 

 

② サービス詳細を編集します。 

 

※ サービスコードの欄に直接サービスコー

ドを入力し「Ｅｎｔｅｒ」キーを押すとサ

ービス内容が自動的に切り替わります。 

 

③ 「マウス入力」ボタンをクリックします。 

 

④ 実績行に「1」を入力します。 

 

⑤ 計画と実績がずれた場合は、実績に合わせ

たサービス行を追加します。 

 

Ａ：同じ提供時間で、提供日が変わった場合 

Ｂ：同じサービス内容で、提供時間、提供日が

変わった場合 
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上限額管理 ・実績管理  

    
2.3.2. 居宅介護・同行援護・重度訪問介護におけるサービス作成方法 

居宅介護・同行援護・重度訪問介護は、複雑な算定構造となっているため他のサービス種別とはサービ

スの作成方法が異なります。 

 

下記のように、サービス追加⇒時間入力 を行っても正規のサービスコードは表示されず、単位数：０

単位、サービス名には仮のサービス名が表示されます。 

 

項番 項目 説明 

① 仮のサービスコード 正規のサービスコードではなく、仮のサービスコードが入力されます。 

② 仮のサービス名 

(背景が水色) 

正規のサービス名ではなく、仮のサービス名が入力されます。 

③ 単位 単位は 0単位が入力されます。 

 

実績管理データの段階では、仮のサービスコードとして保存され、国保請求や個人請求の際に自動的に

正規のサービスコードに変換されます。 

正規のサービスコードは、「提供明細」ファンクションにて確認することができます。 

▶2.4.1. 提供明細一覧で確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 仮のサービスコードはグレー、変換後のサービスコードは白で表示されます。 

 

➢ この方式により、計画もしくは実績をそのまま入力するだけで、システムが自動的に複雑な算定構

造に対応した変換処理を行い、正しいサービスが算定されます。 

 

  

仮のサービスコード 

変換後のサービスコード 
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2.3.3. 入退所情報・出欠情報から取り込む 

 

2.3.3.1. 入退所情報から取り込む 

「基本情報＞利用状況」タブの「入退所履歴」、「外泊・入院履歴」に登録された情報を使用して実績を

作成します。 

▶基本情報マニュアル＞5.2 入退所履歴 

 

操作手順 画面 

① 「入退所から取込」ボタンをクリックしま

す。 

 

➢ 「入退所データから取り込み」画面が表示

されます。 

 

② 取り込みを行う対象者を選択します。 

 

③ 「次へ」ボタンをクリックします。 

 

※ 必要に応じて期間を指定することができ

ます。 

 

④ 入退所履歴一覧が表示されますので、確認

して「次へ」ボタンをクリックします。 

 

① 
 

② 

③ 

④ 
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操作手順 画面 

⑤ 取込み対象を確認し、「完了」ボタンをク

リックします。 

 

➢ 実績データが作成されます。 

 

※ 確認後、「全保存」ボタンをクリックして、

取り込んだ情報を保存してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑤ 

  

「入退所データから取り込み」で自動算定されるサービス 

・基本サービス 

・支給量履歴に登録されている加算（重複障害など） 

・事業所体制に登録されている体制加算および減算 

・入所時特別支援加算 

・入院外泊時加算 

※事業所の体制情報や受給者証情報を算定しながら自動算定されます。 

※障害者の「入院時支援特別加算」と障害児の「入院時特別支援加算」は自動算定されません。 
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2.3.3.2. 出欠情報から取り込む 

記録システムに入力した出欠情報を使用して実績を作成します。 

操作手順 画面 

① 「入退所から取込」ボタンをクリックしま

す。 

 

➢ 通所型施設の実績取込み方法選択画面が

表示されます。 

 

② 「出欠情報から取込み」を選択します。 

 

③ 「確定」ボタンをクリックします。 

 

 

➢ 「出欠データから取り込み」画面が表示さ

れます。 

 

④ 取り込みを行う対象者を選択します。 

 

⑤ 「次へ」ボタンをクリックします。 

 

 

➢ 現場実績データ一覧が表示されます。 

 

⑥ 取り込む現場実績データを選択します。 

※ 通常は全てチェックされた状態で取り込

みます。 

 

⑦ 「次へ」ボタンをクリックします。 

 

① 
 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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操作手順 画面 

⑧ 取込み対象を確認し、「完了」ボタンをク

リックします。 

 

➢ 現場データを基にした実績データが自動

作成されます。 

 

※ 確認後、「全保存」ボタンをクリックして、

取り込んだ情報を保存してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑧ 

  

「出欠データから取り込み」で自動算定されるサービス 

・支給量履歴に登録されている基本サービス 

・支給量履歴に登録されている加算（重複障害など） 

・事業所体制に登録されている体制加算および減算 

・初期加算 

・食事提供体制加算（対象者のみ） 

※事業所の体制情報や受給者証情報を算定しながら自動算定されます。 

※加算については、スケジュールタイトルでチェックを入れた加算項目が自動算定されます。 
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2.3.4. 算定基礎から取り込む 

あらかじめ「基本情報＞算定基礎」タブに登録されている基本サービス、加算サービス、実費サービス

を一括で登録します。 

▶基本情報マニュアル＞4. 算定基礎 

操作手順 画面 

① 「算定基礎から取込」ボタンをクリックし

ます。 

 

➢ 算定基礎情報から取り込み画面が表示さ

れます。 

 

② 対象者を選択します。 

 

※ 初期状態では全員にチェックが入ってい

ます。 

※ 実費サービスを取り込む場合は「実費サー

ビス」にチェックを入れます。（初期状態

では「市町村サービス」「実費サービス」

にチェックが入っています。） 

 

③ 「次へ」ボタンをクリックします。 

 

④ 取り込み内容を確認して「完了」ボタンを

クリックします。 

 

※ 取り込み処理を止める場合は、「キャンセ

ル」ボタンをクリックします。 

 

※ 「戻る」ボタンでひとつ前の画面に戻りま

す。 

 

 

  

① 
 

 

 

② 

③ 

  

④ 
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操作手順 画面 

➢ 実績管理画面にて、算定基礎からの取り込

みが行われていることを確認します。 

 

※ 確認後、「全保存」ボタンをクリックして、

算定基礎から取り込んだ情報を保存して

ください。 

 

 

 

 

 

  

  

 

一括算定取込 

上限額管理画面の「一括算定取込」ファンクションでも同様の処理ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

※「連携機能」右側の「▶」ボタンをクリックしてファンクションボタンをスクロールさせます。 
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2.3.5. 記録システムに入力された記録をもとに加算を算定する 

記録システムに入力された記録をもとに、加算を自動算定します。 

 

※ 加算項目の登録は【事業所マスタ】にて行います。 

▶事業所マスタマニュアル＞4. 加算インターフェースの登録 

操作手順 画面 

① 「記録から加算算定」ボタンをクリックし

ます。 

 

➢ 加算自動算定画面が表示されます。 

 

② 算定する加算を指定します。 

 

※ 事業所マスタにて加算インターフェース

を設定してある加算のみ、リスト表示され

ます。 

※ 初期状態では全ての加算にチェックが入

っています。 

 

③ 「次へ」ボタンをクリックします。 

 

➢ 対象者一覧が表示されます。 

 

④ 対象者を選択します。 

 

⑤ 「次へ」ボタンをクリックします。 

 

※ 初期状態では「計画」「実績」にチェック

が入っています。 

 

  ① 
 

 

 

② 

③ 

  

⑤ 

 

④ 
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操作手順 画面 

⑥ 確認画面が表示されますので、内容を確認

して「完了」ボタンをクリックします。 

 

※ 自動算定を止める場合は「キャンセル」ボ

タンをクリックします。 

 

※ 「戻る」ボタンでひとつ前の画面に戻りま

す。 

 

 

➢ 実績管理画面にて、加算が算定されている

ことを確認します。 

 

※ 確認後、「全保存」ボタンをクリックして、

加算自動算定した情報を保存してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

  

  

⑥ 
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2.3.6. 実費を自動算定する 

請求項目に設定されている算定条件をもとに、適用される請求項目を自動算定します。 

※ 請求項目の登録は【事業所マスタ】にて行います。 

 

算定条件の例： 

１. 指定した期間にサービスを利用した対象者を算定する 

▶事業所マスタマニュアル＞3.2. 実費負担項目の登録 

２. 指定した期間に、設定されたケース記録が入力された対象者を算定する 

▶事業所マスタマニュアル＞3.4. ケア記録インターフェース（ＩＦ） 

操作手順 画面 

① 「実費自動算定」ボタンをクリックしま

す。 

 

➢ 実費自動算定画面が表示されます。 

 

② 自動算定する実費項目を指定します。 

 

③ 「次へ」ボタンをクリックします。 

 

※ 初期状態ではすべての実費項目にチェッ

クが入っています。 

 

  ①   

 

 

② 

③ 
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操作手順 画面 

➢ 対象者一覧が表示されます。 

 

④ 対象者を選択します。 

 

⑤ 「次へ」ボタンをクリックします。 

 

※ 初期状態では「計画」「実績」にチェック

が入っています。 

 

⑥ 確認画面が表示されますので、内容を確認

して「完了」ボタンをクリックします。 

 

※ 自動算定を止める場合は「キャンセル」ボ

タンをクリックします。 

 

※ 「戻る」ボタンでひとつ前の画面に戻りま

す。 

 

 

➢ 実績管理画面にて、実費が算定されている

ことを確認します。 

 

※ 確認後、「全保存」ボタンをクリックして、

実費自動算定した情報を保存してくださ

い。 

 

 

 

  

⑤ 

 

④ 

  

⑥ 
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2.3.7. 連携機能を使用して実績データを自動作成する（連携機能ファンクション） 

記録システムで実施入力を行っている場合に、その「現場データ」を取り込み、自動的に実績データを

作成することができます。 

操作手順 画面 

① 「連携機能」ファンクションボタンをクリ

ックします。 

 

➢ 連携機能画面が表示されます。 

 

② 「現場の実績を取り込む」を選択します。 

 

③ 「次へ」ボタンをクリックします。 

 

 

➢ 対象者一覧が表示されます。 

 

④ 取り込む対象者を選択します。 

※ 初期状態では全員にチェックが入ってい

ます。 

 

⑤ 「次へ」ボタンをクリックします。 

 

※ 必要に応じて期間を指定することができ

ます。 

 

① 
  

② 

③ 

④ 

⑤ 
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操作手順 画面 

➢ 現場実績データ一覧が表示されます。 

 

⑥ 取り込む現場実績データを選択します。 

※ 通常は全てチェックされた状態で取り込

みます。 

 

 

⑦ 「次へ」ボタンをクリックします。 

 

⑧ 取込み対象を確認し、「完了」ボタンをク

リックします。 

 

 

➢ 現場データを基にした実績データが自動

作成されます。 

 

※ 確認後、「全保存」ボタンをクリックして、

取り込んだ情報を保存してください。 

 

 

 

  

⑥ 

⑦ 

⑧ 

「重度訪問介護」の移動介護加算について 

重度訪問介護の移動介護加算を同一日に複数回利用した場合、タイトルの「移動介護の時間数」

を合算した値に適応したサービスが自動的に算定されます。 
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2.3.8. 利用者毎に実施状況を確認して実績行に取り込む（現場データ確認ファンクション） 

利用者毎にサービスの実施状況を確認し、実績を取り込むことができます。 

操作手順 画面 

① 「連携機能」右側の「▶」ボタンをクリッ

クしてファンクションボタンをスクロー

ルさせ、「現場データ確認」ファンクショ

ンをクリックします。 

 

 

➢ 現場データ確認画面が表示されます。 

 

② 実績管理画面で実施状況を確認したい利

用者を選択すると、記録システムで入力さ

れた実績が表示されます。 

 

 

③ 現場データ確認画面で、取り込みたい実績

にチェックを入れます。 

 

④ 「選択データ取込み」ボタンをクリックし

ます。 

 

 

①  

② 

③ 

④ 
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操作手順 画面 

⑤ 確認メッセージが表示されるので、「はい」

をクリックします。 

 

➢ 選択した実績が取り込まれます。 

 

※ 確認後、「全保存」ボタンをクリックして、

取り込んだ情報を保存してください。 

 

 

 

  

⑤ 
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2.3.9. 摘要欄に必要な項目を記入する 

サービスによっては、実績の入力と共に摘要欄への記載が必要な場合があります。 

ここでは、摘要欄への記載を自動的に行うツールを説明します。 

操作手順 画面 

① 「摘要欄登録」ボタンをクリックします。 

 
② 確認メッセージが表示されるので、「はい」

をクリックします。 

 

 

➢ 摘要欄に必要な情報が記載されます。 

 

※ 確認後、「全保存」ボタンをクリックして、

取り込んだ情報を保存してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

① 
 

② 

自動登録される内容 

短期入所サービスの利用者が障害支援区分を変更した場合に、変更前及び変更後の区分に係る

サービスを記載した行の摘要欄に「平成○○年○○月○○日まで（から）」と記載されます。 
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2.4. 入力された内容を確認する 

2.4.1. 提供明細一覧で確認する（提供明細ファンクション） 

提供明細一覧を開くと、実績管理で作成されたサービスの詳細な算定状況を確認することができます。 

市町村請求・個人請求を行う前に、提供明細にて市町村請求額・自己負担額・支給量超過等の確認を行

います。 

 

 

➢ 印刷画面にてＣＳＶ出力が可能です。 
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2.4.2. 実績チェックで確認する（実績チェックファンクション） 

実績管理にて作成された全員分の実績データを一覧表で確認することができます。 

 

 

➢ 「マウス入力モード」を使用して一覧上で直接修正することが可能です。 

➢ 左上のプルダウンメニューにて表示する内容を絞り込むことができます。 

➢ 「加算追加」にて加算を入力することができます。 

➢ 「実費追加」にて実費を入力することができます。 

➢ 印刷画面にてＣＳＶ出力が可能です。 

  



 

 37 All Right Reserved, Copyright ©  株式会社 富士データシステム 

上限額管理 ・実績管理  

    
2.4.3. 請求金額一覧で確認する（請求金額ファンクション） 

請求金額一覧にて市町村請求・利用者請求等の内容を一覧表示することが可能です。 

 

 

項番 項目 説明 

① フィルタ 絞り込み機能で、必要な情報に絞り込むことができます。 

② 表示項目 一覧表の表示の設定をします。必要に応じてチェックを入れてください。 

③ 並び順 一覧表の並び順を指定します。「利用者順」または「事業所順」を選択してください。 

 

➢ 一覧カスタマイズにて一覧出力する項目を選択し、独自の一覧表を作成できます。 

▶2.4.4. オリジナルの請求金額一覧を作成する 

➢ 印刷画面にてＣＳＶ出力が可能です。 

 

 

  

① ② 

③ 
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2.4.4. オリジナルの請求金額一覧を作成する 

一覧カスタマイズ機能で、請求一覧表に表示する項目を任意に設定します。 

操作手順 画面 

① 「一覧カスタマイズ」ボタンをクリックし

ます。 

 

➢ カスタマイズ一覧設定画面が表示されま

す。 

 

 

② 編集する一覧を選択します。 

新たに一覧を作成する場合は、「一覧追加」

ボタンから一覧を追加します。 

既存の一覧を元に作成する場合は「一覧複

写」ボタンから一覧を複写します。 

一覧追加、複写を行った場合は、一覧名を

変更してください。 

 

③ 一覧に表示する項目を指定します。 

画面右の表示項目リストからオリジナル

一覧表に追加する項目を選択し「追加」ボ

タンをクリックします。 

 

 

 

① 

  

  

【一覧追加・複写時】 

一覧名を変更する場合は 

直接一覧名を入力します。 

② 

③ 
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操作手順 画面 

④ オリジナルの一覧表から削除する場合に

は、画面左の項目リストから削除する項目

を選択し、「削除」ボタンをクリックしま

す。 

 

⑤ グループ列を作成し追加する場合は、「グ

ループ列追加」ボタンをクリックします。 

「グループ列」とは 

複数の表示項目を表示設定した列をグループ列

と呼びます。「グループ」列に「×」がついた項

目は設定できません。 

 

 

⑥ 必要に応じて「上へ」「下へ」ボタンをク

リックし、並び順を変更します。 

 

⑦ 「確定」ボタンをクリックし、一覧を確定

します。 

 

 

  

④ 

⑤ 

１項目に集計したい項目に 

チェックを入れます。 

項目名を変更する場合は、 

表示項目列の名称を変更します。 

 ⑦  ⑥ 
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【オリジナルの請求金額一覧で設定可能な項目】 

①基本情報 ※基本情報ナビの項目 

項目 説明 

台帳コード 利用者の台帳コード   

氏名 利用者氏名（漢字）（全角 15文字まで） ※1 

カナ氏名 利用者のカナ氏名  ※1 

都道府県 都道府県 

市町村 市町村 

生年月日 利用者の生年月日  ※1 

性別 利用者の性別    ※1 

郵便番号 郵便番号（ハイフン「-」なし） 

住所 1 住所欄の上段 

住所 2 住所欄の下段 

電話番号 電話番号（ハイフン「-」あり） 

終結 終結時は「1」、終結していない場合は「0」 

終結日 終結日 

終結理由 基本情報ナビ 終結理由 

入所居室区分 基本情報ナビ 利用区分 

連携コード 基本情報ナビ 連携コード 

 ※1 記録システムで登録した内容になります。 

 

②請求先情報 ※基本情報ナビ＞請求方法・請求先の項目 
項目 説明 

請求方法 利用者の請求方法の内容が表示されます。 

請求方法①の場合、「本人」 

請求方法②の場合、「本人以外」 

請求方法③の場合、「口座引落」 

本人への請求書送付先（氏名） 氏名                ※2 

本人への請求書送付先（郵便番号） 郵便番号（ハイフン「-」なし）   ※2 

本人への請求書送付先（電話番号） 電話番号              ※2 

本人への請求書送付先（住所 1） 住所欄の上段            ※2 

本人への請求書送付先（住所 2） 住所欄の下段            ※2 

本人以外への請求書送付先（氏名） 本人以外の送付先 氏名     ※3 

本人以外への請求書送付先（郵便番

号） 

本人以外の送付先 郵便番号   ※3 

（ハイフン「-」なし） 

本人以外への請求書送付先（電話番

号） 

本人以外の送付先 電話番号   ※3 

本人以外への請求書送付先（住所 1） 本人以外の送付先 住所欄の上段 ※3 

本人以外への請求書送付先（住所 2） 本人以外の送付先 住所欄の下段 ※3 

引き落とし口座情報（銀行番号） 銀行番号  ※4 

引き落とし口座情報（銀行名） 銀行名   ※4 

引き落とし口座情報（支店番号） 支店番号  ※4 

引き落とし口座情報（支店名） 支店名   ※4 

引き落とし口座情報（科目） 科目    ※4 

引き落とし口座情報（口座番号） 口座番号  ※4 

引き落とし口座情報（預金者名） 預金者名  ※4 

顧客コード 顧客コード ※4 

 ※2 請求方法①、③が対象。 ※3 請求方法②が対象 ※4 請求方法③が対象 
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③受給者証情報 ※受給者証情報ナビの項目 

項目 説明 

暫定フラグ 暫定にチェック時は「暫定」、それ以外は「通常」 

受給者証番号 受給者証番号 

支給決定障害者等居住地 受給者証 支給決定障害者等 居住地 

支給決定障害者等フリガナ 受給者証 支給決定障害者等 フリガナ 

支給決定障害者等氏名 受給者証 支給決定障害者等 氏名 

支給決定障害者等生年月日 受給者証 支給決定障害者等 生年月日 

支給決定障害者等性別 受給者証 支給決定障害者等 性別 

児童フリガナ 受給者証 障害児 フリガナ 

児童氏名 受給者証 障害児 氏名 

児童生年月日 受給者証 障害児 生年月日 

児童性別 受給者証 障害児 性別 

障害種別 受給者証 障害種別 

交付年月日 受給者証 交付年月日 

市町村コード 受給者証 市町村コード 

市町村名 受給者証 市町村名 

障害支援区分 受給者証 障害支援区分 

認定有効期限（開始日） 受給者証 認定有効期間（開始日） 

認定有効期限（終了日） 受給者証 認定有効期間（終了日） 

 

④利用者負担上限月額 ※受給者証情報ナビ＞利用者負担額タブ＞利用者負担上限月額の項目 

項目 説明 

適用年月日 利用者負担上限月額 適用年月日 

有効期限 利用者負担上限月額 有効期限 

利用者負担割合 利用者負担上限月額 利用者負担割合 

上限月額 利用者負担上限月額 上限月額 

所得区分 利用者負担上限月額 所得区分 

※「生活保護」、「低所得１」、「低所得２」、「一般」と表示 

低所得者食費減免 利用者負担上限月額 低所得者食費減免 

※対象者は「対象」と表示 

多子軽減対象区分 利用者負担上限月額 多子軽減対象区分 

※対象者は「第２子軽減対象児童」「第３子以降軽減対象児童」表示 

市町村が定める額 利用者負担上限月額 市町村が定める額 

 

⑤上限額管理事業所 ※受給者証情報ナビ＞利用者負担額タブ＞上限額管理事業所の項目 

項目 説明 

適用年月日 上限額管理事業所 適用年月日 

有効期限 上限額管理事業所 有効期限 

管理事業所 上限額管理事業所 管理事業所名称 

 

⑥社会福祉法人軽減措置 ※平成 19年 3月までの項目になります。 

 

⑦就労継続支援Ａ型減免 ※受給者証情報ナビ＞利用者負担額タブ＞就労継続支援Ａ型減免の項目 
項目 説明 

適用年月日 就労継続支援Ａ型減免 適用年月日 

有効期限 就労継続支援Ａ型減免 有効期限 

Ａ型減免 就労継続支援Ａ型減免 減免額 

適用方法 就労継続支援Ａ型減免 適用方法 

※「を減免する」「を負担上限とする」を表示 
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⑧減免等 ※受給者証情報ナビ＞補足給付減免等タブ＞減免等の項目 

項目 説明 

適用年月日 減免等 適用年月日 

有効期限 減免等 有効期限 

減免種別 減免等 減免種別 

給付率 減免等 給付率 

 

⑨補足給付 ※受給者証情報ナビ＞補足給付減免等タブ＞特定障害者特別給付費（補足給付）の項目 

項目 説明 

適用年月日 補足給付 適用年月日 

有効期限 補足給付 有効期限 

支給額 補足給付 支給額  ※単位も含めて表示 

境界層食費減免 補足給付 境界層食費減免 

※適用の場合は「適用」と表示 

 

⑩自治体助成 ※受給者証情報ナビ＞自治体独自タブ＞自治体助成の項目 
項目 説明 

適用年月日 自治体助成 適用年月日 

適用終了日 自治体助成 有効期限 

自治体番号 自治体助成 自治体番号 

自治体名称 自治体助成 自治体名称 

助成割合（額） 自治体助成 助成割合（額） 

適用事業所 自治体助成 適用事業所名称 

 

⑪地域生活支援事業 ※受給者証情報ナビ＞自治体独自タブ＞地域生活支援事業の項目 

項目 説明 

適用年月日 地域生活支援事業 適用年月日 

有効期限 地域生活支援事業 有効期限 

負担割合 地域生活支援事業 負担割合 

上限月額 地域生活支援事業 上限月額 

上限管理合算 地域生活支援事業 上限管理合算 

※チェック時「1」が表示されます。 

独自受給者番号 地域生活支援事業 独自受給者証番号 

サービス種別 地域生活支援事業 サービス種別名称 

適用事業所 地域生活支援事業 適用事業所名称 

 

⑫請求状況履歴 ※請求入金管理の項目 
項目 説明 

保険請求しない 請求入金管理 国保請求しない チェックあり ：「請求しない」と表示 

請求入金管理 国保請求しない チェックなし ：「請求する」と表示 

計画作成 請求入金管理 計画作成済みボタン 

実績入力 請求入金管理 実績入力済みボタン 

上記以外の項目は、改善版の請求入金管理をご使用の場合には値が表示されません。 
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⑬請求金額 

項目 説明 

請求年月 提供年月（和暦） 

請求年月（yyyy/MM 形式） 提供年月（西暦） 

請求年月（yyyy/MM/dd 形式） 提供年月日（西暦） ※日付は 1 日 

提供月末日 提供年月日（西暦） ※日付は月末日 

請求先市町村番号 請求先 市区町村番号 

請求先市町村 請求先 市区町村名 

事業所番号 事業所番号 

事業所名 事業所名称略称 

事業所種別 サービス種別名 

事業所種別コード サービス種別コード 

市：サービス費 国保請求：給付費請求額（補足給付分除く） 

市：補足給付費 国保請求：給付費請求額（補足給付分） 

市：小計① 国保請求：給付費請求額（市：サービス費＋市：補足給付） 

利：サービス費 個人請求：サービス費 

利：実費負担 個人請求：実費負担額 

利：小計② 個人請求：請求額（利：サービス費＋利：実費負担） 

他：自治体助成 自治体助成額 

他：社福等軽減額 国保請求 社福等軽減額 

※平成 19 年 4 月以降は対象項目がないため、0 円で表示される 

他：Ａ型減免額 国保請求 Ａ型減免 事業者減免額 

他：境界層食費減免 境界層食費減免額 

※平成 19 年 4 月以降は対象項目がないため、0 円で表示される 

他：特別対策費 特別対策費 

※平成 26 年 4 月以降は対象項目がないため、0 円で表示される 

他：処遇改善助成金 処遇改善助成金 

※平成 24 年 4 月以降は対象項目がないため、0 円で表示される 

他：小計③ 自治体助成＋社福等軽減額＋A 型減免額＋境界層食費減免＋特別対策費＋

処遇改善助成金 

合計(①＋②＋③) 合計（市：小計①＋利：小計②＋他：小計③） 

総費用 給付率に基づく請求額＋給付率に基づく利用者負担額 合計金額 

利：全額自己負担金額 個人請求：全額自己負担金額 

国保請求月 国保請求月 

国保請求処理日 国保請求処理日時 

個人請求月 個人請求月 

個人請求処理日 個人請求処理日時 

個人請求書番号 個人請求：伝票番号 
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⑭給付費明細書 

項目 説明 

請求先市町村番号 請求先 市区町村番号 

請求先市町村 請求先 市区町村名 

事業所番号 事業所番号 

事業所名 事業所名称略称 

事業所種別 サービス種別名 

給付率に基づく請求額 給付率に基づく国保請求額 

給付率に基づく利用者負担額 給付率に基づく利用者負担額 

上限月額調整 上限額管理＞事業所調整：利用者負担額 

社福等軽減後利用者負担額 ※平成 19 年 4 月以降は対象項目がないため、0 円で表示される 

社福等軽減額 ※平成 19 年 4 月以降は対象項目がないため、0 円で表示される 

調整後利用者負担額 調整後利用者負担額 

調整後社福等軽減額 ※平成 19 年 4 月以降は対象項目がないため、0 円で表示される 

調整後利用者負担額(短期用) 調整後利用者負担額(短期用) 

※平成 19 年 4 月以降は対象項目がないため、0 円で表示される 

上限額管理後利用者負担額 ※上限調整が必要で未調整の場合は「0」と表示される 

最終利用者負担額 上限額管理＞管理結果：利用者負担額 

市町村請求額 国保請求 請求額 

助成分請求額① 市町村独自助成分請求額① 

助成分請求額② 市町村独自助成分請求額② 

助成分請求額①利用者負担 市町村独自助成分請求額①利用者負担 

助成分請求額②利用者負担 市町村独自助成分請求額②利用者負担 

助成分請求額①上限月額 市町村独自助成分請求額①上限月額 

助成分請求額②上限月額 市町村独自助成分請求額②上限月額 

補足給付適用日数 国保請求 補足給付 適用日数 

補足給付請求額 国保請求 補足給付 給付費請求額 

補足給付実費算定額 国保請求 補足給付 実費算定額 

補足給付後利用者負担額 国保請求 補足給付 利用者負担額（実費算定額－給付費請求額） 

境界層食費減免 境界層食費減免 

※平成 19 年 4 月以降は対象項目がないため、0 円で表示される 

 

⑮サービス回数・単位 

項目 説明 

基本サービス回数 基本サービスの合計回数 

加算サービス回数 加算サービスの合計回数 

［回数］加算サービス 加算サービス算定回数  

※該当サービスの全加算がカスタマイズ項目には表示されます。 

表示したい加算サービスを選択して下さい。 

［回数］実費サービス 実費サービス算定回数  

※該当サービスの全実費がカスタマイズ項目には表示されます。 

表示したい実費サービスを選択して下さい。 

基本サービス単位 基本サービスの合計単位 

加算サービス単位 加算サービスの合計単位 

［単位］加算サービス 加算サービスの単位数 

※該当サービスの全加算がカスタマイズ項目には表示されます。 

表示したい加算サービスを選択して下さい。 

 

⑯請求金額（内訳：加算） 

項目 説明 

［国保請求］加算サービス 加算サービス国保請求額 

※該当サービスの全加算がカスタマイズ項目には表示されます。 

表示したい加算サービスを選択して下さい。 

［個人請求］加算サービス 加算サービス個人請求額 

※該当サービスの全加算がカスタマイズ項目には表示されます。 

表示したい加算サービスを選択して下さい。 
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⑰請求情報（内訳：実費・科目） 

項目 説明 

補：食費（朝食） 国保請求 補足給付 食費（朝）の金額 

補：食費（昼食） 国保請求 補足給付 食費（昼）の金額 

補：食費（夕食） 国保請求 補足給付 食費（夜）の金額 

補：食費（1 日） 国保請求 補足給付 食費（1 日）の金額 

補：食費（合計） 国保請求 補足給付 食費合計 

補：光熱費（合計） 国保請求 補足給付 光熱費水費の金額 

補：食費・光熱水費（合計） 国保請求 補足給付 食費・光熱費の金額 

補：外部利用（合計） 国保請求 補足給付 外部利用費の金額 

補：家賃（合計） 国保請求 補足給付 家賃の金額 

実：食費（朝食） 個人請求 実費 食費（朝）の金額 

実：食費（昼食） 個人請求 実費 食費（昼）の金額 

実：食費（夕食） 個人請求 実費 食費（夜）の金額 

実：食費（1 日） 個人請求 実費 食費（1 日）の金額 

実：食費（合計） 個人請求 実費 食費合計 

実：光熱費（合計） 個人請求 実費 光熱費水費の金額 

実：食費・光熱水費（合計） 個人請求 実費 食費・光熱費の金額 

実：外部利用（合計） 個人請求 実費 外部利用費の金額 

実：家賃（合計） 個人請求 実費 家賃の金額 

［個人請求］実費サービス 実費サービス個人請求額 

※該当サービスの全実費がカスタマイズ項目には表示されます。 

表示したい実費サービスを選択して下さい。 

実：日常生活費の合計 個人請求 実費 日常生活費の合計 

実：その他費用合計 個人請求 実費 その他の費用の合計 

 

⑱連携用項目 ※電子カルテ連携用項目 
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3. ファンクション説明 

3.1. 上限額管理ファンクション 

3.1.1. モニタリング日付 

計画相談支援、障害児相談支援の事業所が、サービス利用計画作成対象者に対して、モニタリングを行

った日付を入力可能です。 

 

 

➢ モニタリングを行った日に「★」マークが表示されます。 

➢ セルをダブルクリックすることでモニタリング日の入力・取消が可能です。 

➢ 印刷画面からＣＳＶ出力を行うことが可能です。 
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3.1.2. 提供明細 

実績管理ファンクションの「提供明細」と同様の機能です。 

説明は、「2.4.1. 提供明細一覧で確認する」をご参照ください。 

▶2.4.1. 提供明細一覧で確認する 

 

 

3.1.3. 連携機能 

実績管理ファンクションの「連携機能」と同様の機能です。 

説明は、「2.3.7. 連携機能を使用して実績データを自動作成する」をご参照ください。 

▶2.3.7. 連携機能を使用して実績データを自動作成する 
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3.2. 実績管理ファンクション 

3.2.1. 項目別集計 

実績管理にて作成された基本サービス・加算サービス・実費サービス・補足給付等の全てのデータがサ

ービスコードごとに集計されます。 

 

➢ 印刷画面からＣＳＶ出力を行うことが可能です。 
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3.2.2. 障害支援集計 

計画もしくは実績データが入力されている利用者の障害支援区分が集計されます。 

 

 

※ 新区分・旧区分のどちらで集計するかを選択します。 

 

➢ 印刷画面からＣＳＶ出力を行うことが可能です。 
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3.2.3. 実績記録票 

サービス提供実績記録票の作成・印刷を行います。 

 

 

項番 項目 説明 

① 氏名リスト 選択した事業所に登録されている利用者を表示します。 

※当月時点で有効な受給者証が登録されている利用者が表示対象です。 

② 様式印刷／明細データ編集 「様式印刷」モードと「明細データ編集」モードの切り替えをします。 

▶3.2.3.2 明細データ編集 

③ 請求データ取込み 実績管理画面で作成した実績データをもとに、実績記録票データを作成しま

す。 

▶3.2.3.1. 請求データ取込み 

④ 各種操作ボタン 印刷、一括印刷などの操作を行います。 

▶3.2.3.3. 印刷・一括印刷 

⑤ 表示オプション 各種表示設定を行います。 

▶3.2.3.4. 表示オプション 

 

  

① 

② ③ ④ 

⑤ 
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3.2.3.1. 請求データ取込み 

「請求データ取込み」を行うと、実績管理で作成した実績データをもとに、実績記録票データが作成さ

れます。 

施設入所系サービス、施設通所系サービスの場合に使用します。 

訪問通所系サービスで、記録システムにて実績の管理を行っている場合は、使用しないで下さい。 

操作手順 画面 

① 「請求データ取込み」ボタンをクリックし

ます。 

 

➢ 対象者一覧が表示されます。 

 

② 取り込む対象者を選択します。 

 

③ 「次へ」ボタンをクリックします。 

 

※ 必要に応じて期間を選択することができ

ます。 

 

④ 取込み対象を確認し、「完了」ボタンをク

リックします。 

 

 

  

①   

③ 

② 

④ 
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操作手順 画面 

➢ 実績データをもとに実績記録票が作成さ

れます。 

 

※ 「実績ある人のみ表示」にチェックを入れ

ると実績がある人のみ氏名リストに表示

されます。 

 

※ 入所系のシステムの補足給付の表示およ

び短期入所の表示形式については環境設

定で設定が可能です。 

▶請求基本・共通マニュアル＞4.6.2. 総合支援 
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3.2.3.2. 明細データ編集 

一覧表にて実績記録票データを追加・修正・削除することができます。 

訪問通所系サービスで、記録システムにて実績の管理を行っている場合、明細データ編集画面でデータ

の操作を行うと、記録システム側の実績データが変更されてしまうのでご注意下さい。（特に削除の際

は注意をお願いします。） 

操作手順 画面 

① 「明細データ編集」をクリックします。 

 

➢ 実績記録票データが一覧表示されます。 

 

② 編集する明細を選択します。 

新たに明細を追加する場合は、「新規」ボ

タンをクリックします。 

 

※ この画面で編集できるのは実績記録票の

「明細行」に表示される内容だけです。 

（実績記録票の上部に表示される、受給者

証等の情報はこの画面では編集できませ

ん） 

 

※ 選択した明細を削除する場合は、「削除」

ボタンをクリックします。 

 

※ すでに「請求データ取込み」を行った状態

で再度取込みを行う場合は、先に取込み済

の実績記録票データを削除してから取込

みを行って下さい。 

 

※ 一度に複数行の実績記録票データを削除

する場合は、マウスのドラッグ操作で複数

行選択を行った状態で削除して下さい。 

 

 

  

  
① 

② 

 

 

【複数データ削除時】 

マウスドラッグ操作で複数行選択後、 

「削除」ボタンで削除します。 
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操作手順 画面 

③ 詳細を編集します。 

 

④ 確認後、「全保存」ボタンをクリックしま

す。 

 

 

➢ 追加・編集・削除した明細データが実績記

録票に表示されます。 

 

 

 

  

③ 

④ 

 



 

 55 All Right Reserved, Copyright ©  株式会社 富士データシステム 

上限額管理 ・実績管理  

    
3.2.3.3. 印刷・一括印刷 

画面上に実績記録票が表示されている状態で「印刷」ボタンをクリックすると、その内容が印刷されま

す。 

左側の対象者リストに複数のチェックが入っている場合、「一括印刷」で一度に印刷することができま

す。 

 

 

  

【印刷時】 

【一括印刷時】 
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3.2.3.4. 表示オプション 

白紙印刷 

・ 白紙印刷にチェックを入れると、明細が何もセットされない状態で出力されます。 

・ 白紙印刷（年月日を表示）にチェックを入れると、サービス提供年月と日付・曜日が表示され

ます。 

 

計画のみ表示 

・ 「計画のみ表示」にチェックを入れると、計画の列の内容が表示されます。 

・ 記録システムで「計画」のデータを作成した場合のみ、実績のない「計画」のデータも表示さ

れます。 
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利用無い日も表示 

・ 「利用無い日も表示」にチェックを入れると利用していない日は空欄で表示されます。 

 

 

市区町村名 

・ 「市区町村名」にチェックを入れると、帳票の左上に市区町村コードおよび市区町村名が表示

されます。 
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利用者捺印欄 

・ 「利用者捺印欄」にチェックを入れると、帳票の右上に利用者確認印欄が表示されます。 

・ 全てのサービス利用日に利用者印を押さずに、一箇所のみの捺印でも構わない場合はこの機能

をご利用ください。 

 

 

選択事業所のみ表示 

・ 「選択事業所のみ表示」にチェックが無い場合、同じ事業所番号で、同じサービスを提供して

いる事業所が複数あり、同じ利用者が事業所をまたがって利用している場合、すべての事業所

の実績が表示されます。 

・ 「選択事業所のみ表示」にチェックを入れた場合、選択している事業所の実績のみが表示され

ます。 
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3.2.4. カレンダー 

サービス利用状況をカレンダー形式にして印刷することができます。 

操作手順 画面 

① 「カレンダー」ファンクションをクリック

します。 

 
➢ カレンダー画面が表示されます。 

 

② カレンダーの表示形式を変更する場合は

「設定」ボタンをクリックします。 

 

 

➢ カレンダー設定画面が表示されます。 

 

③ フォントサイズや、表示したい内容のチェ

ックを変更し、「確定」ボタンをクリック

します。 

 

※ 設定された内容は、パソコン単位の設定

で、他のパソコンは変わりません。設定は

変更するまで引き継がれます。 

 
 

④ 「印刷」ボタンをクリックすると、プリン

タからカレンダーが印刷されます。 

 

 

 

  

  

  

① 

② 

  

③ 

④ 
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3.2.5. 負担額一覧 

全員分の利用者負担額を一覧表示します。 

 

 

➢ 印刷画面にてＣＳＶ出力が可能です。 

 

 


